
　

P
T
A
・
区
長
会
・
女
性
の
会
・

老
人
会
・
会
社
な
ど
、
様
々
な
場
面

で
企
画
が
苦
手
、
ま
た
は
そ
れ
を
人

に
伝
え
る
の
が
難
し
い
と
考
え
て
い

る
人
に
朗
報
で
す
。

　

企
画
の
ア
イ
デ
ア
が
論
理
的
に
生

　

赤
星
因い
ん

徹て
つ
（
一
八
一
〇
〜
一
八
三

五
）
は
、
文
化
七
年
に
深
川
手
永
加
恵

村
（
現
・
菊
池
市
七
城
町
加
恵
）
の
赤

星
四
郎
兵
衛
の
十
男
に
生
れ
ま
し
た
。

幼
名
千
太
郎
。
千
太
郎
は
、文
政
四（
一

八
二
一
）
年
十
二
歳
の
時
、
江
戸
の
井

上
家
十
世
因
砂
因い
ん
硯せ
き
に
入
門
。
そ
の
性

格
は
「
蛇
は
寸
に
し
て
人
を
呑
む
の
気

あ
り
。此
児
の
堪
能
に
し
て
活
気
あ
る
、

後
世
寔ま

こ
とに

恐
る
べ
く
、
且
温
寛
に
し
て

道
を
尊
ぶ
、誠
に
床ゆ
か
し
」（『
坐
隠
談
叢
』）

と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

千
太
郎
は
、初
め
は「
因
誠
」、十
八

歳
で
三
段
昇
段
を
機
に「
因
徹
」、天
保
四

（
一
八
三
三
）年
に
は
、「
居
常
碁
手
の
最

も
玄
妙
な
る
も
の
」を
選
ん
だ『
棋
譜
玄

覧
』を
上
梓
し
て
い
ま
す
。

　
因
徹
は
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年

二
十
五
歳
で
七
段
。「
七
段
な
る
も
、

実
力
は
八
段
に
近
き
井
門
の
珍
物
也
」、

「
井
門
甚
だ
盛
ん
に
し
て
碁
手
に
乏
し

か
ら
ず
。就な

か
ん
づ
く中因

徹
は
一
頭
地
を
抜
き
、

将
来
の
名
人
を
以
て
擬
せ
ら
れ
た
り
」

と
。
因
碩
に
は
「
潜ひ
そ
か
に
後
嗣
と
な
す

の
意
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
本
因
坊
と
井
上
家
は
ほ

ぼ
同
格
の
家
元
、
特
に
本
因
坊
丈
和
と

井
上
幻
庵
因
硯
の
間
で
は
、
棋
界
最
高

の
権
威
で
あ
る
「
名
人
碁
所
」
の
地
位

を
め
ぐ
っ
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
位
に
就
く
に
は
官
命
、
四

家
元
の
共
同
推
薦
、
争
碁
の
勝
利
の
三

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
、
丈
和

は
、
因
硯
に
「
名
人
碁
所
に
賛
成
す
れ

ば
、
在
位
六
年
で
隠
居
し
、
名
人
の
座

を
譲
る
」と
約
束
、天
保
二（
一
八
三
一
）

年
に
名
人
就
任
。
し
か
し
約
束
を
守
ら

ず
に
居
座
り
続
け
ま
し
た
。
欺
か
れ
た

因
硯
は
、
松
平
家
の
碁
会
で
、
高
弟
因

徹
と
丈
和
の
争
碁
を
思
い
つ
き
、
因
徹

に
勝
た
せ
て
、
丈
和
の
名
人
の
地
位
を

揺
る
が
そ
う
と
し
ま
し
た
。

　

因
徹
は
、「
打
ち
掛
け
」の
あ
ら
ゆ

る
局
面
を
想
定
・
考
慮
し
、天
保
六

（
一
八
三
五
）年
七
月
、四
日
間
の
対
局

に
臨
み
ま
し
た
が
、丈
和
の
門
人
総
動

員
の
応
戦
に
敗
北
。「
脳
充
血
症
を
起

し
、吐
血
昏
倒
」「
此
一
局
を
名
残
と
し
て

世
を
逝
る
」こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

因
徹
の
墓
は
、江
戸
麻
布
の
妙
善
寺

境
内
の
井
上
家
墓
所
に
あ
り
ま
す
が
、

因
徹
の
遺
髪
墓「
智
法
院
因
徹
日
慈
居

士
・天
保
六
年
八
月
廿
九
日
・
行
年
廿
六

歳
」が
、加
恵
と
高
島（
本
村
）の
中
間
に

あ
る
墓
所
の
一
画
に
あ
り
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉗

　

私
は
琴
を
習
い
始
め
て
、
４
年
に

な
る
。
中
学
へ
入
学
す
る
春
に
、
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

母
に
相
談
し
た
。
そ
の
頃
母
は
、
老

人
ホ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
た
の
で
、「
老
人
ホ
ー
ム
で
琴
を

演
奏
し
て
み
よ
う
か
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
喜
ば
れ
る

と
思
う
け
れ
ど
」
と
言
っ
た
。
私
も

小
学
校
の
総
合
の
時
間
に
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
招
待
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
賛
成
し
た
。

　

当
日
は
、
少
し
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

た
く
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、

私
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

帰
る
時
に
一
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
私
の
と
こ
ろ
に
寄
っ
て
来
て
「
今

日
は
あ
り
が
と
う
。お
礼
に
こ
れ
を
」

と
、
手
作
り
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
く

れ
た
。
細
か
い
作
業
で
作
ら
れ
た
山

鹿
灯
篭
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
だ
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切

に
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
も
２
件
の
老
人
ホ
ー
ム
で

演
奏
し
た
。
母
と
２
人
で
と
て
も
充

実
し
た
春
休
み
だ
っ
た
。「
人
の
た

め
に
な
る
」、「
人
と
ふ
れ
あ
う
」
と

い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
い
い
経

験
と
な
っ
た
。

　

あ
る
日
、
知
り
合
い
の
先
生
か
ら

電
話
が
あ
っ
た
。「
春
休
み
に
と
て

も
喜
ば
れ
た
か
ら
、
夏
休
み
に
も
、

ぜ
ひ
、
琴
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
喜

ん
で
ひ
き
う
け
た
。

　

再
び
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
れ
た
。
玄

関
に
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
琴
を

運
ん
で
く
れ
た
。
調
弦
し
て
い
る
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
あ
あ
、
ま
た
来

て
く
れ
た
と
ね
。
あ
り
が
と
う
」
と

話
し
か
け
て
く
れ
た
。
私
は
胸
が
熱

く
な
っ
た
。

　

老
人
ホ
ー
ム
で
の
毎
日
は
ど
ん
な

生
活
な
の
か
な
あ
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

私
が
行
く
こ
と
で
、
そ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
た

ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ふ
れ
あ
い
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

自
分
の
命
を
精
一
杯
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
老
人
ホ
ー
ム

を
訪
問
し
て
よ
く
分
か
っ
た
。
私
も

一
日
一
日
を
大
切
に
、
自
分
を
し
っ

か
り
見
つ
め
て
生
き
て
い
き
た
い
と

思
う
。

赤
星
因
徹（
千
太
郎
）

加
恵
出
身
の
名
棋
士

「
天
保
吐
血
の
局
」

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ふ
れ
あ
い
を
感
じ
て

        　
　
　
　

泗
水
中　

吉
田　

真
子 41

1 0 月 は 土 地 月 間 で す

土地活用
みんなで創る美しいまち
ご存じですか？ 10 月は土地月間、10 月
１日は十と一「土」で土地の日です。土地
基本法では、土地についての４つの「基本
理念」を定めています。
①公共の福祉が優先します
②計画に従った適正な利用が大切です
③投機的な土地取引はいけません
④利益に応じた適切な負担が求められます
●一定面積以上の土地取引には、届出が必
要です
　一定面積以上の土地を売買などしたとき
は、契約後に権利取得者（買主）が届出を
する必要があります。
届出の必要な取引　売買、交換、売買予約、
譲渡担保、代物弁済など
届出の必要な土地の面積
•都市計画区域（用途地域を含む）
　5,000 ㎡以上
•都市計画区域外の区域
　10,000 ㎡以上
提出期限　契約（予約を含む）締結日から
２週間以内（契約日を含みます）
届出窓口　土地の所在する市町村の国土利
用計画法担当課
問い合わせ先　企画振興課企画振興係
または、熊本県地域政策課
　☎ 096（333）2170

赤星因徹の遺髪墓

●
菊
之
池
母
親
ク
ラ
ブ
主
催

　
「
座
・
ま
り
あ
」

　

秋
の
お
は
な
し
会

と　

き　

10
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

人
形
劇
「
お
む
す
び
こ
ろ

り
ん
」・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
影
絵
・

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
な
ど
、
楽
し
い
お
話

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
！

対　

象　

市
内
の
小
学
生
、
乳
幼
児

と
保
護
者

入
場
料　

無
料

●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ

　

人
形
芝
居
「
か
す
ぺ
る
」
公
演

と　

き　

10
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　
「
三
匹
の
こ
ぶ
た
」

　

プ
ロ
の
劇
団
員
に
よ
る
人
形
芝
居

で
、
毎
年
大
好
評
で
す
。
か
わ
い
い

こ
ぶ
た
に
会
い
に
来
て
ね
！

対　

象　

乳
幼
児
と
保
護
者

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

　旭志・泗水の各幼稚園で、利用者の皆さんに園をもっと知って
もらうための見学日を設定します。
と　き　11月６日（木）午前９時 30分～（受付）
ところ　旭志幼稚園および泗水幼稚園
内　容
○午前９時 45分～午前 10時 15分
　子ども→遊び /保護者→概容説明
○午前 10時 20分～　保育活動見学
※見学後は自由解散

み
出
さ
れ
る
方
法
、
思
い
込
み
発
想

で
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
る
の
？
ま

た
、
ど
う
プ
レ
ゼ
ン
す
れ
ば
自
分
の

考
え
が
き
ち
ん
と
伝
わ
る
の
？
と
考

え
て
い
る
皆
さ
ん
、
老
若
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
具

体
的
な
方
法
を
習
得
で
き
る
こ
の
講

座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

講　

師　

塚
本　

薫
さ
ん
（
N
P
O

法
人
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
共
議

会
）

受
講
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
す
る
人

募
集
人
員　

30
人
程
度

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を

ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
‐
５
７
２
０
）、

Ｅ
‐
ｍ
ａ
ｉ
ｌ（d

a
n
jo
@
c
ity
.

kiku
c
h
i.ku
m
a
m
o
to
.jp

）可

※
託
児
は
原
則
と
し
て
２
歳
〜
就
学

前
ま
で
（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

10
月
24
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

児
童
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

旭
志
幼
稚
園

泗
水
幼
稚
園

企
画
力り

ょ
く

と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力り

ょ
く

を

身
につ
け
る
！
講
座
受
講
生
募
集

日時・場所・講座内容
回 期日 時間 場所 内容

１ 11/６（木）

午後７時 30分
〜

午後９時 30分

菊池市
中央公民館
２階
大研修室

企画・創造力アップ～アイデ
アを生み出すものの考え方～

２ 11/13（木） 創造力応用～考え方一つで生
まれる新企画～

３ 11/20（木） 伝える力～伝える力は意外な
ところから～

４ 11/27（木） 伝える力～プレゼンでの話し
方・聞こえ方～

５ 12/４（木） 伝える力～実践での体得～

園
児
募
集

　

旭
志
幼
稚
園
、
泗
水
幼
稚
園
で
は
、

平
成
21
年
度
の
園
児
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

旭
志
幼
稚
園　

　

３
歳
児　

20
人

　

４
歳
児　

14
人

　

５
歳
児　

12
人

泗
水
幼
稚
園

　

３
歳
児　

20
人

　

４
歳
児　

15
人

　

５
歳
児　

15
人

募
集
・
受
付
期
間　

11
月
10
日
（
月
）

〜
11
月
28
日
（
金
）

※
入
園
願
書
は
、
11
月
４
日
（
火
）

か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祭
日
は
除
く
。

入
園
資
格　

平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
、
菊
池
市
民
で
、
平
成
15
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
幼
児

入
園
決
定　

申
請
者
が
募
集
人
員
以

上
の
と
き
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

諸
経
費　

入
園
料
、
保
育
料
の
ほ
か
、

給
食
費
、
後
援
会
費
、
絵
本
代
な
ど

の
保
護
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
幼
稚
園
に
就
園
す
る
園
児
の
保
護

者
で
、
低
所
得
者
に
は
、
保
育
料

の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

入
園
手
続
き　

入
園
願
書
は
、
幼
稚

園
に
あ
り
ま
す
の
で
、
所
要
事
項
を

記
入
し
て
、
期
日
ま
で
に
各
幼
稚
園

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
志
幼
稚
園

　

菊
池
市
旭
志
新
明
２
８
０
５

　

☎
（
37
）
３
４
１
０

泗
水
幼
稚
園

　

菊
池
市
泗
水
町
吉
富
１
５
９
３

　

☎
（
38
）
２
７
０
９
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